
学校番号 1001 

平成 31 年度 地理歴史 科 

 

教科 地理歴史 科目 日本史Ｂ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「詳説日本史 改訂版」（山川出版社） 

副教材等 「図説日本史通覧」（帝国書院）、自作プリント 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歴史的事象の前後関係、流れに思いをいたす。 

・世界（特にアジア）の国々や諸地域の状況にも注意を払い、日本の歴史事象との関連を考える。 

・歴史の流れのなかで現在の日本のあり方を位置づける。 

 

２ 学習の到達目標 

・史資料に親しみ、歴史具体的な思考法を身につける。 

・現代の諸課題を前近代の歴史的事象と関連づけて考察することができる。 

・日本の歴史を世界史と関連づけて理解し現代を主体的に生きる主権者としての資質を養う。 

・歴史的事象や歴史用語について、一定の概念的な理解を持てるように努める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

歴史的事象や社会的

な諸関係に対する関

心と課題意識を持ち、

課題を意欲的に追究

するとともに、国家・

社会を形成する主権

者としての責務を果

たそうとする意欲が

あるかどうか。 

現代の諸課題を歴史

的観点から考察し、世

界と日本社会の変化

に関する科学的な認

識をもとに冷静かつ

公正な判断をくだせ

るか。また、その歴史

の過程や結果を適切

に表現できるか。 

近世・近代を中心と

する日本の歴史に関

するさまざまな史資

料から、有用な情報

を選んだり読み取っ

たりできるか。それ

を図表などにまとめ

たりできるか。 

近世・近代を中心と

する日本の歴史につ

いての基本的な史実

や歴史用語・概念に

ついての知識を、地

理的条件や世界史と

関連づけながら理解

できるかどうか。 

評
価
方
法 

レポート 

授業でのやりとり 

定期考査 

授業でのやりとり 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

授業でのやりとり 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

第
１
学
期 

第
６
章 

幕
藩
体
制
の
確
立 

１．織豊政権―ヨーロッパ人

の東アジア進出、南蛮貿易

とキリスト教、織田信長の統

一事業、豊臣秀吉の全国統

一、検地と刀狩、秀吉の対

外政策と朝鮮侵略 

２．桃山文化―桃山美術、町

衆の生活、南蛮文化 

３．幕藩体制の成立―江戸幕

府の成立、幕府と藩の機構、

天皇と朝廷、禁教と寺社、江

戸時代初期の外交、鎖国政

策、長崎貿易、朝鮮と琉球・

蝦夷地、寛永期の文化 

 

※中間考査の実施、ノート 

提出 

 ○ ○ ○ 

c.ヨーロッパ人にとっての「大航

海時代」の意義を踏まえつつ、ス

ペイン・ポルトガルが東アジアに

現れた理由を説明できるか。ま

た、地理的な概念図を描けるか。 

b.太閤検地と刀狩が、従来の社

会の何をどのように変えたのか、

また後世にどのような影響を与え

たかを論じられるか。 

c.桃山文化の世俗性を城郭建築

や美術、生活文化などから感じと

れるか。 

d.江戸幕府の組織と大名統制、

朝廷・寺社統制など、幕藩体制

の特色を大づかみに把握するこ

とができるか。 

d.江戸初期の対外関係の広がり

とともに、いわゆる「鎖国」政策の

多面性を理解できるか。 

授業でのや

りとり 

定期考査 

ノート点検 

 

４．幕藩社会の構造―身分と

社会、村と百姓、町と町人、

農業、林業・漁業、手工業・

鉱山業、商業 
○ ○  ○ 

a.b.d.図版・資料を活用して近世

の身分制度や諸産業の配置状

況を確認しながら、幕府による

農民統制と農村における自治

について、構造的な理解ができ

るか。 

レポート 

授業でのや

りとり 

 

第
７
章 

幕
藩
体
制
の
展
開 

１．幕政の安定―平和と秩序

の確立、元禄時代、正徳の

政治 

２．経済の発展―農業生産の

進展、諸産業の発達、交通

の整備と発達、貨幣と金融、

三都の発展、商業の展開 

３．元禄文化―元禄期の文

学、儒学の興隆、諸学問の

発達、元禄美術 

 

※期末考査の実施、ノート

提出 

 

 ○ ○ ○ 

d.17世紀半ば以降、強圧的な

武断政治から学問などを尊重

する文治政治に転換したこと

が、その社会的背景と関連づ

けて理解できるか。 

b.農業・商工業などの諸産業

が、交通の発達や貨幣・金融

制度の確立などと相互に関連

して発達したこと、またそれが

「徳川の平和」を前提にしてい

ることなどがつかめるか。 

c.元禄文化は、商業活動の展

開による都市（特に三都）発展

と、町人（前代の町衆）の経済

的繁栄を背景にして成り立っ

ていることが理解できるか。 

授業でのや

りとり 

定期考査 

ノート点検 

 



第
１
学
期 

第
８
章 

幕
藩
体
制
の
動
揺 

１．幕政の改革―享保の改

革、社会の変容、一揆と打ち

こわし、田沼時代 

２．宝暦・天明期の文化―洋

学の始まり、国学の発達と尊

王論、生活から生まれた思

想（心学・安藤昌益）、儒教

教育と学校、文学と芸能、絵

画 

３．幕府の衰退と近代への道

―寛政の改革、鎖国の動

揺、文化・文政時代、大塩の

乱、天保の改革 

 

※中間考査の実施、ノート

提出 

 

 ○ ○ ○ 

b.d.幕藩財政の最大の難点に

ついて論理的な考察ができる

か。また、経済関連の史料の

要点が理解できるか。 

b.享保改革・田沼政治・寛政

改革・化政期政治・天保改革

それぞれの財政再建の方向性

について大づかみの分類・整

理ができるか。 

c.天保期の幕政改革がなぜ失

敗したか、またその一方で薩

摩・長州・土佐・肥前・水戸・越

前などいくつかの藩の藩政改

革が成果をあげ雄藩を誕生さ

せたかを、対比的に考察でき

るか。 

 

レポート 

授業でのや

りとり 

定期考査 

ノート点検 

 

第
８
章 

（つ
づ
き
） 

４．政治・経済の新たな動向

―経済の変化（報徳仕法・

性学・マニュファクチュア・専

売制）、朝廷と雄藩の浮上 

５．化政文化―学問・思想の

動き、教育、文学、美術、民

衆文化の成熟 

○ ○  ○ 

a.b.d.幕藩体制の矛盾の顕在

化と朱子学との関係、洋学・国

学などの新たな学問や思想の

特性について、『蘭学事始』・

『自然真営道』などの史料を踏

まえながら整合的な歴史像を

結べるか。 

レポート 

授業でのや

りとり 

 

第
９
章 

近
代
国
家
の
成
立 

１．開国と幕末の動乱―開

国、開港とその影響、公武

合体と尊攘運動、倒幕運動

の展開、幕府の滅亡、幕末

の科学技術と文化 

２．明治維新―戊辰戦争と新

政府の発足、廃藩置県 

 

※期末考査の実施、ノート

提出 

 ○ ○ ○ 

b.和親条約と修好通商条約との

違いを指摘し、通商条約のもっ

た意味を展望できるか。 

c.資料を活用して、貿易実態の

特徴について説明できるか。 

c.大政奉還が実現した理由を、

国内外の情勢をふまえて考察す

ることができるか。 

b.戊辰戦争において新政府軍が

勝利できた理由を多面的に考察

できるか。 

c.「五箇条の誓文」「五榜の掲

示」などの史料を活用し、民衆の

期待と政府意図とのずれを指摘

できるか。 

d.版籍奉還と廃藩置県により天

皇を中心とする統一国家が成立

しことがわかるか。 

授業でのや

りとり 

定期考査 

ノート点検 

ワークシート 



第
２
学
期 

第
９
章 

（つ
づ
き
） 

３．富国強兵―四民平等、地

租改正、殖産興業、文明開

化、明治初期の対外関係、

新政府への反抗 

４．立憲国家の成立と日清戦

争―自由民権運動、松方財

政、憲法の制定、初期議

会、条約改正、日清戦争と

三国干渉 

５．日露戦争と国際関係―中

国分割と日英同盟、日露戦

争、日露戦後の国際関係、

産業革命 

６．近代文化の発達―思想と

信教、教育、科学、文学、芸

術 

７．大正・昭和の展望 

 

 

 

 ○ ○ ○ 

b.近代（西欧）化と学校制度・国

民皆兵との連関、地租改正と近

代的土地所有との異同などを説

明できるか。 

d.自由民権運動の諸相や、「国

会開設の勅諭」の意義を、時期

区分を踏まえつつ動態的に理解

することができるか。 

b.松方デフレの政治的経済的社

会的な意味を多面的に考察する

ことができるか。 

b.「大日本帝国憲法」の制定過

程の特質と条文上の特徴とを論

理的にまとめることができるか。 

d.初期議会で展開された政府と

民党との対立、また不平等条約

の改正をめぐる交渉が、国際情

勢の推移のなかで進展したこと

を理解できるか。 

b.日本と清（さらには英露）の朝

鮮への関わり方を、順序を追っ

て説明できるか。 

b.議会運営をめぐり藩閥と政党

が接近し、しだいに政党の影響

力が高まっていったことを、背景

を含めて説明できるか。 

b.２０世紀初頭、帝国主義的列

強による中国分割がすすみ、朝

鮮・満州における利権をめぐって

日露戦争が起こったことを論理

的に説明できるか。 

d.日本の植民地帝国への仲間

入りと国内的対立構図の変化と

を連関させて理解できるか。 

授業でのや

りとり 

定期考査 

ノート点検 

ワークシート 



第
２
学
期 

第
１
０
章 

二
つ
の
大
戦
と
ア
ジ
ア 

１．第一次世界大戦と日本 

第一次世界大戦後の政治の

動向、政党政治の発展 

２．恐慌の時代 

戦後恐慌、震災教皇、金融恐

慌、昭和恐慌 

３．軍部の台頭 

恐慌から脱出、国家主義の高

揚、政党内閣の崩壊 

４．第二次世界大戦 

日中戦争勃発、太平洋戦争

への突入、敗戦 

 

 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ 

b.d.大正以降、政党勢力が国民

統合の中心的役割を担うように

なったことを理解し、デモクラシ

ー思想の浸透による政党の役割

と動向について考察することがで

きているか。 

b.戦後恐慌・金融恐慌・昭和恐

慌を脱却するために、国粋主義

のもと協調外交から、中国に対し

て積極的政策がとられた結果、

日中戦争につながる事件が勃発

する展開を理解できたか。 

a・d中国の動向など国際関係の

変化、日中戦争・第二次世界大

戦それぞれの性格について理解

するとともに、広島・長崎への原

爆投下など日本も空前の戦果を

被ったことについて自分の意見

をまとまることができる。 

 

授業でのや

りとり 

定期考査 

ノート点検 

ワークシート 

第
１
１
章 

占
領
下
の
日
本 

1．占領と改革 

戦後の世界秩序、占領政策、

戦後の民主化、日本国憲法

制定の意義 

2． 冷戦の開始と講和 

東アジア情勢の変化、日本の

独立 

 

 

 

 

 

 

 

○ ○ ○  

a.GHQによる諸政策が、対日占

領政策に基づくとともに、日本の

国民の戦争に対する反省に支え

られて実施されたことに気づけた

か。 

b.ｃ冷戦構造のなかで、米ソのア

ジア政策の展開が占領政策の転

換につながていることを、吉田首

相の答弁から読み取ることができ

るか。 

b.サンフランシスコ平和条約の調

印による日本の主権回復の意義

と、安全保障をアメリカに依存す

る日米安保条約の締結の意味を

考察できたか。 

第
３
学
期 

第
１
２
章 

高
度
成
長
の
時
代 

１． ５５年体制 

独立後の保守・革新の二大勢

力の発生、５５年体制 

２．経済復興から高度成長へ 

戦争特需、高度成長 

 

 

 

 

 ○   

ｂ.保守合同による自由民主党の

成立から経済成長を背景とした

保守政権の誕生に至るまでを、

外交・政治・経済を踏まえて多面

的・多角的に考察できたか。 

 

 

 

 

 

 

 



第
３
学
期 

第
１
３
章 

激
動
す
る
世
界
と
日
本 

1. 経済大国への道 

石油危機、高度成長の終焉 

2.冷戦終結と日本社会の動

揺 

冷戦体制の終結、日本政治・

経済・外交・文化の多様化 

※学年末考査の実施、ノート

提出 

   ○ 

d.まとめのプリントを用いて、経済

成長以降の歴史に関する基礎

的な知識を習得することができた

か。 

授業でのや

りとり 

定期考査 

ノート点検 

ワークシート 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


